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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の
あふれる村をつくります。

１．健康と安全を心がけ
明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合わせて
豊かな村をつくります。

１．自然を守り、人を愛し、
心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ
暖かい家庭と村をつくります。
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稚 魚 放 流

「元気で帰ってきてね」と見送る児童の姿

はとてもほほえましいものでした

【写真】古佐井川で放流する児童たち
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むらの情報を広く掲載い た

します
Ｏ

身近な情報がありましたら、

総務課まで連絡ください
Ｏ

豆
一
製
菓
が
立
地
調
印

＝
第
二
号
の
誘
致
企
業
＝

佐
井
村
に
と
っ
て
、
レ
デ
ィ

ス
フ
ァ
ノ
ン
ヨ
ン
佐
井
㈱
に
つ

づ
く
第
二
号
の
誘
致
企
業
と
な

る
豆
一
製
菓
（
本
社
・
東
京
）
の

工
場
立
地
協
定
調
印
式
が
、
四

月
二
十
日
役
場
に
お
い
て
行
わ

れ
、
村
長
と
真
島
社
長
が
立
地

協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

豆
一
製
菓
は
、
グ
ル
ー
プ
の

年
商
が
約
四
十
億
円
で
、
下
北

郡
大
畑
町
に
も
工
場
を
持
ち
、

佐
井
村
で
は
、
昨
年
一
月
か
ら

古
佐
井
の
集
会
施
設
を
利
用
し

て
テ
ス
ト
操
業
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

こ
の
結
果
、
本
操
業
に
切
り

替
え

る
メ
ド
が
つ
い
た
た
め
、

十
五
名
た
っ
た
従
業
員
を
二
倍

の
三
十
人
に
増
や
し
、
糠
森
地

区
の
敷
地
約
三
、
二
〇
〇
㎡
に
、

広
さ
五
五
〇

１２
の
木
造
平
屋
建

の
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
を
決

め
、
イ
カ
の
珍
味
加
工
を
主
体

に
タ
コ
な
ど
の
水
産
加
工
品
の

製
造
・
卸
を
行
う
予
定
で
す
。

本
操
業
開
始
は
九
月
、
年
間
生

産
量
三
〇
〇
ト
ン
、
年
商
四
億

四
千
万
円
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。調

印
式
の
席
上
、
村
長
か
ら

「
村
の
主
産
業
で
あ
る
漁
業
の

付
加
価
値
が
高
め
ら
れ
、
地
域

振
興
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
れ

を
受
け
て
豆
一
製
菓
の
真
島
社

長
は
「
試
験
操
業
の
間
、
施
設

を
貸
し
て
も
ら
っ
た
村
当
局
に

恩
返
し
し
た
い
。
」
と
述
べ
て

い
ま
し
た
。

豆
一
製
菓
で
は
、
三
～
五
年

後
に
は
従
業
員
を
五
十
人
に
、

年
商
を
七
億
五
千
万
円
ま
で
増

や
し
た
い
計
画
で
い
ま
す
。

ム立地協定調印式

「
海
峡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
オ
ー
プ
ン

＝

本

州

北

限

の

博

物

館

＝

佐
井
村
に
残
る
文
化
遺
産
を

後
世
に
残
し
伝
え
る
た
め
、
村

お
こ
し
の
拠
点
施
設
で
あ
る
津

軽
海
峡
文
化
館
（
ア
ル
ザ
ス
）

内
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た

「
海
峡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
こ

簡
保
・
年
金
資
金
は

村
づ
く
り
の
お
役
に
立
っ
て
い
ま
す

み
な
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る

郵
便
局
の
簡
易
保
険
、
郵
便
年

金
の
保
険
料
の
積
立
金
は
、
学

校
、
道
路
な
ど
の
公
共
施
設
の

整
備
資
金
と
し
て
村
に
還
元
融

資
さ
れ
、
住
民
福
祉
の
向
上
に

お
お
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

平
成
元
年
度
に
簡
保
・
年
金

か
ら
融
資
を
受
け
て
整
備
し
た

事
業
及
び
融
資
額
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
漁
船
協
同
利
用
捲
揚
施
設
整

備
事
業

千
三
十
万
円

・
特
用
林
産
物
生
産
出
荷
施
設

整
備
事
業

百
十
万
円

・
種
雄
牛
舎
整
備
事
業

四
百
三
十
万
円

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

整
備
事
業
（
第
二
分
団
）

二
百
二
十
万
円

・
教
育
住
宅
整
備
事
業三

百
万
円

▲種雄牛舎（原田） ▲捲場施設（磯谷）

▲教育住宅（長後） ▲積載車（第二分団）



の
ほ
ど
完
成
。
。本
州

北
限
の

博
物
館
”
を
キ
ャ

。
チ
フ
レ
ー

ズ
に
五
月
二
日
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

佐
井
村
は
江
戸
時
代
初
期
以

降
、
江
戸

や
京
都
と
北
海
道
（
蝦

夷
地
）
を
結

ぶ
、
北
前
船
の
中

継
地
と
し
て
、
ま
た
ヒ

バ
材
、

コ
ン
ブ
、
ア
ワ
ビ
な
ど
下
北
の

特
産
物
を
積
み
出
す
港
と
し
て

も
栄
え
、
船
や
人
の
出
人
り
で

に
ぎ
わ
っ
た
。
こ
の
た
め
村
内

に
は
近
世
か
ら
明
治
に
か
け
て

の
文
化
遺
産
が
多
く
、
収
集
・

保
存
し
て
村
の
歴
史
を
き
ち
ん

と
記
録
し
よ
う
と
、
こ
の
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

広
さ
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の

ス
ペ
ー
ス
に
は
、
日
本
海
交
易

と
い
う
海
の
道
に
よ
っ
て
、
村

に
数
百
年
前
か
ら
運
ば
れ
、
保

存
さ
れ
て
き
た
貴
重
な
展
示
物

約
二
百
点
が
並
べ
ら
れ
、
北
前

船
が
運
ん
で
き
た
北
陸
の
九
谷

焼
、
輪
島
塗
、
京
都
祇
園
祭
の

流
れ
を
く
む
と
さ
れ
る
山
車
な

ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

で
も
目
玉
は
、
江
戸
中
期
以
降

の
も
の
と
い
わ
れ
る
絹
織
物
の

「
蝦
夷
錦
」
。
黒
竜
江
下
流
の

山
丹
人
と
交
易
し
て
い
た
ア
イ

ヌ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
ら

し
く
、
貴
重
な
文
化
遺
産
と
し

て
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
海
峡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は

年
中
無
休
で
、
開
館
時
間
は
午

前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

人
館
料
は
小
・
中
学
生
五
十
円
、

高
校
・
大
学
生
百
五
十
円
、
一

般
三
百
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲テープカットで完成を祝う

▼ミュージアム館内

元

気

で

帰

っ

て

き

て

ね

＝
鮭
の

稚
魚
放
流
＝
【
表
紙
写
真
一

佐
井
村
漁
業
協
同
組
合
で
は
、

こ
の
ほ
ど
古
佐
井
川
で

匸

五

万
尾
、
長
後
川
で
五
万
尾
、
福

浦
川
で
五
万
尾
の
サ
ケ
の
稚
魚

を
放
流
し
ま
し
た
。

今
回
放
流
さ
れ
た
サ
ヶ

の
稚

魚
は
、
犬
畑
漁
協
の
ふ
化
場
で

育
っ
た
も
の
が

Ｉ
〇
〇
万
尾
、

佐
井
村
漁
協
の
ふ
化
場
で
育
っ

た
も
の
が
四
五
万
尾
（
大
佐
井

四
〇
万
尾
、
矢
越
五
万
尾
）
で

体
長
四
～
五
ｍ
の
小
さ
な
サ
ケ

は
、
自
分
の
川
の
場
所
と
水
の

臭
い
を
覚
え
た
あ
と
、
北
洋
へ

の
長
い
旅
へ
向
い
、
ご
丁

四
年

後
に
は
立
派
な
親
魚
と
な
っ
て

故
郷
の
川
へ
帰
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
日
古
佐
井
川
で

は
、
佐
井
小
学
校
五
・
六
年
生

の
児
童
の
協
力
で
一
斉
に
放
流

さ
れ
、
各
自
が
持
ち
寄
っ
た
バ

ケ
ツ
か
ら
元
気
に
泳
ぎ
出
す
サ

ケ
の
稚
魚
に
「
元
気
で
帰
っ
て

き
て
ね
」
と
見
送
る
児
童
の
姿

は
、
と
て
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
も

の
で
し
た
。

国

民

年

金

・
厚

生

年

金

積

立

金

の
還

元

融

資

を

う

け
て

い
ま

す
。

み
な
さ
ん
の
生
活
に
か
か
せ

な
い
飲
料
水
を
供
給
す
る
簡
易

水
道
施
設
は
、
国
民
年
金
、
厚

生
年
金
保
険
料
積
立
金
の
還
元

融
資
を
受
け
て
整
備
し
て
い
ま

す
。佐

井
地
区
簡
易
水
道
施
設
は

平
成
元
年
度
か
ら
五
ヶ
年
聨
樂

で
整
備
し
ま
す
が
、
平
成
元
年

度
は
二
千
七
百
八
十
万
円
の
還

元
融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。

▼配水管布設工事

長

後

小

中

学

校

緑

の

少

年

団

総

会

四
月
二
十
六
日
、
平
成
二
年

度
長
後
小
・
中
学
校
「
緑
の
少

年
団
」
（
責
任
者
立
花
由
秋
校

長
）
の
総
会

が
、
村
長
、
農
林

経
済
課
長
、
長
後
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

中
央
公
民
館
長
の
臨
席
の
も
と

で
開
か
れ
、
本
年
の
活
動
方
針

が
き
め
ら
れ
ま
し
た
。

・
団
長

大
坂
聡

・
副
団
長

内
田
彩
子

・
か
も
し
か
隊
長

細
間
春
香

・
す
か
し
ゅ
り
隊

長

大
石
香
織

・
み
さ
ご
隊

長

田
中
千
香
子

・
あ
す
な

ろ
隊
長

滝
本
尚
吾

さ

わ

や

か

清

掃

奉

仕

▼
五
月
十
一
日
、
老
人
ク
ラ

ブ

寿
会
（
宮
野
正
治
会
長
）

の
み

な
さ
ん
六
十
名

が
参
加
し
て
、

役
場
前
と
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

の
草
取
り
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。伸

び
放
題
だ
っ
た
雑
草
も
き

れ
い
に
取
ら
れ
、
す
っ
き
り
と

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

▼
五
月
十
六
日
、
佐
井
村
赤
十

字
奉
化
団
（
浜
中
よ
ん
委
員
長
）

の
み
な
さ
ん
が
、
火
葬
場
と
婦

人
会
館
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

特
に
火
葬
場
は
、
草
刈
り
や

空
カ
ン
拾
い
、
休
憩
所
の
掃
除

も
行
い
、
五
月
晴
れ
の
中
、
み

な
さ
ん
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。



⑥㈱
八
十
八
年
前
の

む

ら

お

こ

し

か

ら

左
記
の
書
が
出
て
き
た
と
こ

ろ
は
三
上
家
か
ら
で
あ
る
。
村

制
施
行
百
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
名
誉
村
民
三
上
剛
太
郎
先

生
の
胸
像
除
幕
式
が
行
わ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
書
を

作
っ
た
菊
池
さ
ん
と
、
当
時
三

十
三
歳
の
三
上
先
生
及
び
個
性

豊
か
な
明
治
の
犬
佐
井
漁
師
と

の
間
で
、
こ
の
案
を
め
ぐ
っ
て

ど
ん
な
会
話
が
、
ど
ん
な
調
子

で
交
わ
さ
れ
た
の
か
、
今
は
亡

き
方
々
ば
か
り
で
あ
る
が
、
想

像
す
る
だ
け
で
楽
し
く
、
同
時

に
い
つ
の
時
代
で
も
故
郷
の

。
む
ら
お
こ
し
”
で
苦
労
さ
れ

た
先
達
に
厚
い
敬
意
を
表
し
た

い
。こ

の
書
は
、
若
い
人
に
は
見

な
れ
な
い
文
体
だ
が
我
慢
し
て

読
ん
で
い
た
だ
き
、
続
後
の
評

価
は
自
由
に
お
任
せ
す
る
と
し

て
、
た
だ
明
治
末
期
か
ら
大
正

に
か
け
て
の
網
あ
わ
び
漁
の
盛

況
を
知
っ
て
い
る
者
に
は
、
ど

う
し
て
も
あ
わ
び
へ
の
夢
は
捨

て
き
れ
な
い
。

弁
天
島
の
施
設
で
は
、
昭
和

五
十
三
年
か
ら
の
努
力
で
、
五

セ
ン
チ
ま
で
の
保
育
は
成
功
し

て
お
り
、
市
場
価
格
の
で
る
九

セ
ン
チ
を
ど
の
よ
う
に
効
率
よ

く
育
て
る
か
に
か
か
っ
て
い
る

と
思
う
。
。
あ
と
四
セ
ン
チ
の

む
ら
お
こ
し
″
名
案
が
あ
り
ま

せ
ん
か
？

下

北

郡

佐

井

村

基

本

財

産

設

立

の

目

的

一
、
今
船
下
北
郡
佐
井
村
西
字
武
士
泊
よ
り
東
は
奥
戸
境
迄
連
岸

沖
合
大
凡
拾
五
尋
の
所
よ
り
沖
合
に
於
い
て
濳
水
機
を
投
入
あ
わ
び
を
収
入
せ
ん
と
す
る
の
目
的

一
区
は
字
牛
滝
字
武
士
泊
境
よ
り
福
浦
境
迄
と
し

二
区
は
字
福
浦
字
牛
滝
境
よ
り
長
後
境
迄
と
し

三
区
は
字
長
後
字
福
浦
境
よ
り
磯
谷
境
迄
と
し

四
区
は
字
磯
谷
字
長
後
境
よ
り
矢
越
境
迄
と
し

五
区
は
字
矢
越
字
磯
谷
境
よ
り
佐
井
境
迄
と
し

六
区
は
字
佐
井
字
矢
越
境
よ
り
原
田
境
迄
と
し

七
区
は
字
原
田
字
佐
井
境
よ
り
奥
戸
境
迄
と
し

二
区
域
内
に
於
い
て
は
五
ヶ
年
間
継
続
の
見
込
。
一
区
は
壱
ヶ
年
と
す
。
二
、
三
区
合
せ
へ
壱
ケ
年
と
す
。

四
、
五
区
合
せ
壱
ヶ
年
と
す
。
六
、
七
区
は
各
壱
ヶ
年
と
す
。
但
し
濳
水
機
使
用
せ
ん
と
す
る
期
間
は
三

月
よ
り
七
月
ま
で
五
ヶ
月
と
す
。
潜
水
機
三
基
を
使
用
せ
ん
と
す
る
目
的
、
一
基
一
日
間
の
収
入
左
の
ご

・
近
年
は
佐
井
で
も
、
深
夜
飲

食
店
（
ス
ナ
ッ
ク
）
で
は
、
ど

こ
で
も
カ
ラ
オ
ケ
が
完
備
さ
れ
、

ま
た
個
人
の
家
で
の
設
置

も
多

く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
深
夜
の
カ
ラ
オ

ケ
騒
音
は
、
隣
接

や
近
所
の
人

た
ち
の
安
眠
休
息
を
さ
ま
た
げ
、

社
会
問
題
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

・
調
査
結
果
で
は
、
営
業
店
な

ど
は
防
音
設
備
を
し
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
効
果
は
あ
ま
り
な

い
の
が
実
状
で
す
。

解
決
策
と
し
て
は

①
す
く
な
く
と
も
、
午
後
九
時

か
ら
、
カ
ラ
オ
ケ
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
（
音
量
）
を
思
い
切
っ

て
下

げ
る
。

②
客
も
あ
ま
り
カ
ラ
オ
ケ
を
使

用
し
な
い
。
－

以
上
に
な

い
よ
う
で
す
。

・
こ
の
騒
音
に
よ
り
、
隣
接
や

近
所
の
人
は
、
不
眠
・
血
圧
・

疲
労
・
精
神
不
安
定
・
神
経
障

害
な
ど
の
深
刻
な
健
康
被
害
が

生
れ
て
い
ま
す
。

・
こ
う
し
た
こ
と
が
、
増
え
続

け
る
と
、
「
騒
音
規
制
法
」
に

よ
り
、
村
で
は
規
制
法
を
定
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
被
害
者
は
、
損
害
賠

償

を
求
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
隣
近
所
仲
よ
く
Ｉ

と
い
う

心
で
営
業
し
ま
し
ょ
う
。

総
務
庁
嘱
託

青
森
行
政
監
察
事
務
所

（
佐
井
村
担
当
）

行
政
相
談
委
員

大
石
健
次
郎

電
話
三
八
－

五
四
二
二

〈
お

わ

び

〉

五
月
号
広
報
紙
と
同
時
に
配

付
し
た
「
平
成
二
年
度
佐
井
村

行
政
機
構
図
」
の
中
に
、次
の
と

お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂

正
し
て
お
わ
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

▼
建
設
係
に
技
師
田
名
部
二
郎

を
追
加
▼
社
会
教
育
係
か
ら
派

遣
社
教
主
事
畑
中
忠
を
削
除
▼

保
母
奥
本
好
子
を
品
田
好
子
に

訂
正
。



内
訳あ

わ
び

五
千
個

但
し
潜
水
機
壱
基
及
び

天
の
分
合

あ
わ
び

五
千
個

実
収
人
な
り

但
し
こ
の
五
千
個
を
生
あ
わ
び
に
て
製
造
人
に
売
り
捌
き
売
価
金
七
銭
の
見
込
、
代
金
三
百
五
拾
円
と

す
。
是
を
壱
ヶ
月
三
十
日
を
繰
り
上
げ
拾
五
日
と
し
其
の
拾
五
日
間
壱
基
の
総
収
入
金
五
千
二
百
五
拾
円

と
な
る
。
是
を
五
ヶ
月
間
則
ち
七
十
五
日
是
を
五
日
を
削
り
七
十
日
と
す
る
と
き
の
合
計
三
万
六
千
七
百

五
拾
円
と
な
る
。
こ
の
三
基
五
ヶ
年
間
合
計
収
入
金
五
拾
五
万
一
千
二
百
五
拾
円
。

第
一
着
壱
ヶ
年
収
人
精
算
し
た
上
は
、
佐
井
村
全
村
に
対
し
て
精
米
四
斗
人
五
俵
宛
を
給
与
す
尤
も
五

ヶ
年
間
は
給
与
す
る
も
の
と
す
る
。
精
米
一
俵
の
価
格
金
七
円
と
す
る
と
き
は
凡
そ
戸
数
三
百
戸
と
見
積

り
此
俵
数
一
千
五
百
悵
な
り
。
即
ち
代
金
一
万
五
百
円
と
な
る
五
ヶ
年
分
金
五
万
弐
千
五
百
円
と
な
り

第
二
村
税
そ
の
他
教
育
費
漁
業
組
合
費
等
凡
そ
壱
ヶ
年
七
千
円
と
す
尤
も
年
年
支
出
す
る
も
の
と
し

第
三
着
山
林
不
用
存
地
払
下
げ
反
別
壱
千
町
歩
そ
の
代
金
壱
万
五
千
円
と
す
。

第
四
着
備
荒
貯
蓄
を
村
小
字
に
儲
け
こ
の
費
用
及
び
貯
蓄
物
価
格
凡
そ
壱
万
弐
千
円
と
す
但
し
五
ヶ
年

の
う
ち
に
積
立
て
す
る
も
の
と
す
。

第
五
着
社
寺
院
保
修
費
積
立
金
弐
万
円
と
す
。

第
六
着
中
道
原
野
田
地
を
開
墾
の
見
込
み
。

第
七
着
原
田
原
野
馬
畜
場
の
見
込
み
。

第
八
着
築
港
海
岸
突
出
の
見
込
み
。

第
一
番
よ
り
第
五
番
ま
で
の
金
額
合
計
拾
万
六
千
五
百
円
也
。
第
一
番
よ
り
第
五
番
ま
で
の
金
拾
万
六
千

五
百
円
と
総
収
入
と
の
差
引
残
金
四
拾
四
万
四
千
七
百
五
拾
円
也
。
こ
れ
を
銀
行
入
利
子
壱
ケ
年
五
朱
と

す
る
と
き
は
金
二
万
二
千
二
百
三
拾
七
円
五
拾
銭
と
な
る
。

右
第
定
の
通
り
候
也

明
治
三
十
五
年
十
一
月
十
四
日

下
北
郡
佐
井
村
大
字
佐
井

菊

池

常

次

佐

井

婦

人

講

座

｀
開

設

平
成
二
年
度
の
婦
人
講
座
開

講
式
が
、
五
月
十
一
日
午
後
七

時
か
ら
婦
人
会
館
で
お
こ
な
わ

れ
、
今
年
度
は
年
間
十
八
回
の

講
座
が
あ
り
ま
す
。

受
講
の
日
時
を
、
前
も
っ
て

放
送
し
ま
す
か
ら
、
み
な
さ
ん

ど
う
ぞ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

（
中
央
公
民
館
）

警

察

官

Ａ

募

集

平
成
二
年
度
、
青
森
県
警
察

官
の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り

実
施
す
る
予
定
で
す
。

▼
試
験
日

七
月
二
十
九
日

▼
対
象
者

大
学
卒
の
男
子

（
２１
歳
以
上
２６
歳
以
下
）

▼
問
い
合
せ
・
申
込
先

大
間
警
察
署
３７
－

二
一
ニ

ー

佐
井
駐
在
所
３８
－

二
二
一
八

平

成

元

年

度

各

地

区

公

民

館

閉

級

式

・
三
月
六
日
磯
谷

・
三
月
九

日
長
後

・
三
月
十
一
日
原
田

・
三
月
十
三
日
川
目

・
三
月

十
九
日
福
浦
・
牛
滝

・
三
月

三
十
日
矢
越
（
四
月
十
八
日
反

省
会
）

◇
川
目
地
区
公
民
館
長
上
山

実
氏
は
、
十
三
年
間
館
長
に
就

任
こ
の
た
び
退
任
し
た
の
で
新

館
長
と
し
て
工
藤
俊
秋
氏
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

・
昭
和
五
一
年
地
区
館
発
足
か

ら
長
年
に
わ
た
り
、
館
長
と
し

て
み
な
様
方
の
多
大
な
ご
協
力

と
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

上
山

実

・
こ
の
た
び
川
目
地
区
館
長
に

任
命
さ
れ
、
前
館
長
の
業
績
を

汚
さ
ぬ
よ
う
、
上
山
氏
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
更
に
地

区
の
社
会
教
育
振
興
の
た
め
に

努
力
い
た
し
ま
す
。
み
な
様
の

ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

工
藤

俊
秋

第１２回

健康づくり町内対抗

ソフト ボール大会

と き ６月１７日（日）

ＡＭ８：３０～

ところ 佐井中グランド

第２９回

佐井村民体育大会

－
と き ７月１日（日）

ＡＭ８：３０～

ところ 佐井中グランド

佐井消 防団観閲式

６
月

１ ３
１ヨ冰）

場所：佐井小学校グランド

火事・緊急の場合・よ１１９響 へ



⑨

⑩

⑩

⑨

⑤

⑨

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
仕
事
匸
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん
。
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
屈
、
み
な
さ
ん
と
の
か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
心
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

佐
井
村
出
稼
留
守
家
族

主
婦
の
会
総
会
開
か
れ
る

平
成
元
年
二
月
に
設
立
さ
れ

た
出
稼
留
守
家
族
主
婦
の
会
の

初
め
て
の
総
会
が
、
五
月
十
一

日
、
津
軽
海
峡
文
化
館
で
四
十

名
の
会
員
が
出
席
し
て
開
か
れ

ま
し
た
。

太
田
（

ル
子
会
長
か
ら
「
夫

の
出
稼
期
間
中
の
子
育
て
や
家

事
等
、
女
心
に
は
重
す
ぎ
る
問

題
を
抱
え
な
が
ら
も
会
員
相
互

の
助
け
合
い
に
よ
り
母
な
る
意

識
を
高
め
る
活
動
を
展
開
す
る
」

と
の
、
力
強
い
あ
い
さ
つ
の
あ

と
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
成
二
年
度
事

業
計
画
案
が
提
案
さ
れ
、
次
の

活
動
方
針
が
決
ま
り
ま
し
た
。

一
、
就
労
経
路
の
正
常
化
の
協
力

・
役
場
へ
の
就
労
先
の
届
出

・
事
故
見
舞
金
制
度
へ
の
加

入
・
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介

に
よ
る
就
労
の
促
進

ミ

就
労
前
の
健
康
診
断
の
励
行

三
、
会
員
の
加
入
促
進

役
員
は
、
次
の
方
々
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

▼総会を終えて

佐井村出稼留守家族

主 婦 の 会 役 員 名 簿

会 長 太田ハル子

副会長 品田 芳子

奥本 弘美

理 事

大佐井 津田 和子

田名部愛子

金丸 藤子

古佐井 松林 信子

工藤せっ子

若山 妙子

原 田 松村 ぬゑ

川 目 荒川 貞子

矢 越 田中 石子

磯 谷 横浜 幸枝

長 後 大石さだ子

福 浦 柳田 良子

牛 滝 坂井っか子

監 事

木下 聖子

藤田いし子

佐

井

村

中

央

公

民

館

選

俳

句

西
谷

豊
彦

波
ひ
だ
る
突
堤
に
競
う
釣
の
竿

朱
の
鳥
居
一
つ
残
し
て
春
霞

村
一
望
五
訓
の
森
の
花
見
酒

唹
肘

と
花
見
に
酔

い
し
薬
師
堂

ア
ル
ザ
ス
も
低
し
と
泳
ぐ
鯉
幟

浜
中

よ
ん

藤
蔓
は
隣
の
木
々
を
か
ら
み
巻

く茱
畑
を
転
が
り
じ
ゃ
れ
る
子
猫

た
ち

今
日
こ
そ
は
咲
く
か
石
南
花
立

見
張

る

春
昼
や
倒
れ
し
義
兄
口
利
か
ず

大
坂

し
ん

う
に

か
に

潮
満
ち
て
海
胆
殼
あ
さ
る
蟹
の

群五
月
晴
蝦
夷
地
の
山
に
冬
名
残

りせ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
し
彼
方
に
ホ

ウ
ホ
ケ
キ
ョ

知

ら
ぬ
鳥
新
樹
に
止
ま
り
部
屋

覗
く

入
船
に
心
お
ど
ら
す
海
胆
の
漁

磯
川

マ
サ
子

癒
え
切
れ
ぬ
体
の
重
し
山
瀬
風

山
よ
り
来
る
夫
の
顔
の
日
焼
け

し
て

窓
越
し
の
公
園
い
つ
し
か
散
る

桜

木
村
さ
ち
子

雑
巾
を
剌
す
母
の
背
も
春
兆
し

や
っ
た
ね
と
喜
び
は
じ
け
大
試

験春
暦
入
学
の
日
の
丸
じ
る
し

進
学
す
目
の
輝
き
と
真
向
い
ぬ

鮮
や
か
な
口
紅
映
え
し
春
の
雪

厨
に
立
ち
せ
わ
し
さ
の
中
初
音

聞
く

麗
か
や
下
校
子
の
声
四
方
に
散

り竿
竹
屋
五
月
の
風
に
乗
っ
て
来

花
日
和
乳
母
車
押
す
若
夫
婦

川
岸
キ
ョ
子

外
に
出
れ
ば
初
鴬
の
二
度
三
度

水
仙
花
一
輪
の
身
の
可
憐
さ
よ

花
吹
雪
今
日
の
命
を
舞
う
如
し

田
名
部
ヒ
サ

囀
り
を
背
に
観
世
音
の
伏
し
目

顔葱
刻
む
包
丁
浮
か
し
初
音
聞
く

池
に
浮
く
椿
一
輪
風
が
押
す

蕊
深
く
雨
滴
を
溜
め
て
咲
く
椿

鶯
や
遠
嶺
に
雪
置
く
山
一
つ

鴬
啼
く
深
山
ひ
と
し
お
澄
み
に



車

両

系

建

設

機

械

運

転

技

能

講

習

が

開

か

れ

ま

す

匸
の
度
、
青
森
県
で
は
出
稼
労
働
者
の
鴟
担
を
軽
減
し
、
あ
わ

廿
て
出
稼
労
働
者
四
雇
用
機
会
の
拡
大
及
び
労
働
安
全
の
確
保
を

図
る
た
め
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
会
を
、
左
記
の
と
お

り
実
施
す
る
事
匸
な
つ
ま
し
た
。

受
講
希
望
者
は
、
六
月
三
十
日
ま
で
役
場
民
生
相
談
課
（
住
民

係
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
、
小
型
車
両
系
建
設
機
械
運

転
技
能
（
三
ト
ン
未
満
）

対
象
機
種

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、
モ
ー
タ
ー

グ
レ
ー
ダ
ー
、
ト
ラ
ク
タ
ー
シ

ョ
ベ
ル
、
ず
り
積
機
、
ス
ク
レ

ー
パ
ー
、
ス
ク
レ
ー
プ
ド
ー
ザ

ー
、
ド
ラ
グ
ラ
イ
ン
、
パ
ワ
ー

シ
ョ
ベ
ル
、
ド
ラ
グ
シ
ョ
ベ
ル

⑦
場
所青

森
市
（
学
科
）

十
和
田
市
（
実
技
）

○
日
時八

月
八
日
～
八
月
九
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

⑤
受
講
資
格

普
通
自
動
車
運
転
免
許

所
持
者

出
稼
労
働
者
手
帳
所
持

者

④
受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代

二

五
五
〇

円
は
受
講
者
負
担
）

①
実
施
期
間

建
設
業
労
働
災
害
防
止

協
会
青
森
県
本
部

二
、
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技

能

言
下

ン
以
上
）

対
象
機
種

三

ト
ン
未
満
の
機
種
）
及
び

ク
ラ
ム
シ
ェ
ル
、
バ
ケ
ッ
ト
掘

削
機
、
ド
レ
ン
チ
ャ
ー

⑦
場
所青

森
市
（
学
科
）

十
和
田
市
（
実
技
）

○
日
時八

月
十
三
日
～
八
月
十

五
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

⑤
受
講
資
格

①
か
ら
③
ま
で
の
い
ず

れ
か
の
資
格
者
で
出
稼

手
帳
所
持
者

①
建
設
機
械
技
術
検
定
一

級
又
は
二
級
合
格
者

②
大
型
特
殊
自
動
車
免
許

所
持
者

③
大
型
若
し
く
は
、
普
通

自
動
車
免
許
を
有
し
、

か
つ
小
型
車
両
系
建
設

機
械
運
転
技
能
講
習

三

ト
ン
未
満
）
を
修

丁
し
、
六
ヶ
月
以
上
そ

の
業
務
に
従
事
し
た
方

言
受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代

二
、
〇
五
〇

円
は
受
講
者
負
担
）

⑥
実
施
機
関

建
設
業
労
働
炎
害
防
止

協
会
青
森
県
本
部

け
り

花
冷

や
信
濃
に
雹
の
降
り
し
と

か

’

忌
明
し
て
立
夏

に
涙
新
た
に
し

釣
り
の
夫
待
ち
て
川
原
に
蓬
摘

む

大
石
健
次
郎

汀
よ
り
押
し
ゅ
く
山
瀬
の
果
知

ら
ず

初
蝶
の
超
力
な
く
陰
を
飛
び

凉
風
に
読
経
短
し
雲
水
僧

雲
水
僧
薫
風
背
な
に
去
り
ゅ
け

り

と
び

お
り

五
月
雲
傷
鳶
い
つ
も
檻
の
隅

遠
青
嶺
檻
の
傷
鳶
鳴
か
ざ
り
し

家
裏
に
突
如
と
鶯
高
音
張
り

朝
夕
を
囀
り
満
て
り
こ
の
棲
家

帰
る
雁
消
え
去
り
青
き
空
残
る

慈
悲
心
鳥
啼
く
山
中
に
た
だ
孤

り（
正
誤
五
月
号
）
泉
田
タ
ッ
チ

散
歩
す
る
犬
の
背
な
に
も
春
の

風
短

歌

（
正
誤
五
月
号
）
川
岸
キ
ョ
子

澄
み
渡
る
空
に
響
け
り
甲
高
く

帰
白
鳥
五
羽
鳴
き
て
過
ぎ
ゅ
く

（
黒
石
落
合
温
泉
へ
）

雨
去
り
て
露
天

の
風
呂

に
ひ
た

た
れ
ば
桜
吹
雪
の
優
し
く
肩
に

春
霞
遠
き
山
よ
り
聞
え
く
る
朝

鶯
は
夢
の
心
地
す

こ
れ
が
ま
あ
一
億
円
の
コ
ケ
シ

か
と
手
跡
付
き
し
に
吾
も
触
り

ぬ

浜
中

よ
ん

年
ゆ
え
に
意
地
張
る
わ
れ
と
思

い
お
り
い
つ
ま
で
続
く
膝
の
痛

み
よ

大
石
健
次
郎

し
ろ
し
ろ
と
翳
り
群
咲
く
崑
崙

草
遥
か
な
る
旅
へ
の
憧
れ
誘
う

流
亡
の
民
に
も
似
た
る
浜
砂
の

孤
り
の
足
跡
ふ
り
帰
り
く
る

ア
ラ
ラ
ギ
の
茂
吉
詠
み
た
る
鳥

海
山
に
雲
の
峰
立
ち
再
び
登
る

嶺
ひ
だ
に
万
年
雪
を
耀
や
か
す

鳥
海
山
に
夏
の
雲
湧
く

（
正
誤
五
月
号
）

戦
終
ゆ
徴
と
植
え
し
山
桜
綻
ぶ

紅
き
そ
の
い
ろ
佗
し

石
戸
美
矢
子

六
月
の
山
路
を
行
け
ば
道
端
に

名
も
な
き
草
花
に
足
を
止
め
お

く○
次
号
／
切

六
月
十
二
日
。

○
句
・
歌
の
数
を
制
限
し
な
い
。

○
返
稿
用
封
筒
に
住
所
氏
名
。

○
特
殊
な
字
に
フ
リ
ガ
ナ
を
。



保 健婦 だより

清涼飲料と

子どもの健康

清涼飲料の

飲みすぎは

疲労のもと？

砂
糖
の
適
量
は

体
重
の
千
分
の
一
を
目
安
に

炭
酸
飲
料
、
フ
ァ
ン
ク
、
ネ

ク
タ
ー
な
ど
は
一
缶
（
２５０

ぜ

に
約
３０
グ
ラ
ム
も
砂
糖
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
砂
糖
の
適
量
は

体
重
２０
昆
の
子
ど
も
の
場
合
一

日
に
問
じ
を
目
安
に
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
子

ど
も
が
毎
日
一

缶
コ
上

フ
を
飲
む
と
い
う
の
は
、

明
ら
か
に
砂
糖
の
と
り
す
ぎ
に

な
り
ま
す
。

砂
糖
を
と
り
す
ぎ
る
と
か
ら

だ
が
酸
性
化
す
る
た
め
に
、
カ

ル
シ
ウ
ム
が
消
費
さ
れ
不
足
し

て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
化
膿

が

治
り
に
く
く
な
る
、
筋
肉

を
弱

め
、
早
流
産
、
近
視
な
ど
に
な

り
や
す
く
な
る
、
鼻
血
が
出
や

す
く
な
る
、
貧
血
に
な
る
な
ど

体
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
出
て

き
ま
す
。

砂
糖
を
た
く
さ
ん
含
ん
だ
甘

い
清
涼
飲
料
は
、
む
し
歯
の
原

因
に
も
な
る
上
に
、
子
ど
も
の

食
欲
を
失
わ
せ
て
し
ま
い
、
夕

ン
パ
ク
質
や
脂
質
、
ビ
タ
ミ
ン

ミ
ネ
ラ
ル
の
給
源
と
な
る
お
か

ず
を
食
べ
る
量
が
減
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
し
て
口
当
た
り
が

よ
い
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
を
食

べ
る
こ
と
に
な
り
が
ち
で
す
。

と
く
に
、
炭
酸
飲
料
は
、
か

な
り
甘
い
も
の
で
も
平
気
で
飲

め
ま
す
し
、
舌
先
を
マ
ヒ
さ
せ

甘
さ
を
さ
ほ
ど
感
じ
さ
せ
ず
、

つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
に
ど
ん
ど
ん
飲

み
た
い
と
い
う
感
じ
を
起
こ
さ

せ
ま
す
。

飲みすぎないためのチェックポイント

６月の保健事業

歯の衛生週間（６／４～６／１０）

回
就 三

場所 役場健康相談室

４日（月） 乳がん検診

子宮がん検診

受付 １２時～１２時４５分

場所 津軽海峡文化館前

２２日（金）

２７日（水） 肺がん検診

２８日（木）

｜

結核検診

２９囗（金）



朝
か
ら
ぼ
ん
や
り

疲
労
物
質
の
蓄
積

水
が
わ
り
に
清
涼
飲
料
を
飲

ん
で
い
る
よ
う
な
生
活
で
は
、

糖
の
と
り
す
ぎ
に
な
る
の
は
当

然
で
す
。

と
り
す
ぎ
た
砂
糖
の
体
内
で

の
し
く
み
は
、
図
で
示
め
す
と

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

砂
糖
が
砂
糖
と
し
て
必
要
な

干
不
ル
ギ
ー
と
し
て
使
わ
れ
る

場
合

は
い
い
が
、
使
っ
た
残
り

が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

ビ

タ
ミ

ン
ーが
中
枢

神
経

か

ら
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
し
ま
え
ば

集
中
力
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
だ
か
ら
同
じ
こ
と
を
聞

い
て
も
理
解
で
き
な
い
の
で
す
。

子
ど
も
に
と
っ
て
大
切
な
水
分

子
ど
も
が
食
事
を
す
る
と
き

水
を
入
れ
た
コ
こ
フ
を
左
手
に

か
か
え
な
が
ら
、
食
べ
て
い
る

の
を
み
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
遊
ん
で
い
て
も
し
ょ

っ
ち
ゅ
う
の
ど
が
加
わ
い
て
、

飲
み
も
の
を
欲
し
が
る
の
も
子

ど
も
で
す
。
暑
く
な
っ
て
く
る

と
、
と
く
に
こ
の
回
数
が
増
え

る
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

子
ど
も
の
体
の
７０
％
近
く
は

水
分
で
す
。
体
の
中
の
水
は
体

液
と
よ
ば
れ
、
こ
の
中
で
細
胞

の
内
外
で
の
必
要
な
物
質
の
合

成
や
生
命
の
働
き
を
十
分
に
行

う
た
め
の
分
解
と
い
う
よ
う
な

様
々
な
化
学
変
化
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
排
泄
や
発
汗
な
ど
で

失
な
わ
れ
た
水
分
は
水
や
食
物

か
ら
補
給
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
保

っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
子
ど

も
は
大
人
に
く
ら
べ
て
ず
っ
と

多
く
の
水
分
が
必
要
で
す
。
大

切
な
水
分
は
水
や
麦
茶
や
食
事

の
中
か
ら
十
分
に
と
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●清涼飲料の飲みすぎは疲労のもと？



すすんで受けよう
肺 が ん 検 診

受

け

て

安

心

、
肺

が

ん

検

診

肺
が
ん
ば
「
治
り
に
く
い
が
ん
」
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
診
断
技
術
の
進
歩
や
集
団
検
診
の
普
及
に
よ

り
、
早
期
の
が
ん
で
あ
れ
ば
、
手
術
後
の
五
年
生
存
率
は
約
八
十

％
ま
で
伸
び
て
い
ま
す
。

肺
が
ん
の
原
因
は
、
ま
だ
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
気

汚
染
や
喫
煙
が
、
が
ん
発
生
の
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

禁
煙
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
の
周
囲
か
ら
発
が
ん

物
質
を
遠
ざ
け
る
こ
と
が
、
が
ん
予
防
の
第
一
歩

で
す
。

そ
こ
で
肺
が
ん
予
防
あ
る
い
は
肺
が
ん
の
早
期

発
見
回
有
効
な
の
が
、
肺
が
ん
検
診
で
す
。

早
期
発
見
な
ら
ば
、
肺
が
ん
ば

″
治
る
が
ん
”

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
「
が
ん
が
見
つ
か
つ
た

ら
、
鴾
い
Ｌ

、
「
忙
し
く
て
時
間
が
な
い
」
な
ど

と
検
診
か
ら
逃
げ
ず
に
、
穡
檣
的
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

肺
が
ん
検
診
Ｑ
ａ
萵

○
肺
が
ん
は
、
遺
伝
的
要
素
が

強
い
の
で
す
か
。

④
肺
が
ん
に
関
し
て
は
、
親
、

兄
弟
姉
妹
な
ど
血
縁
者
に
み

ら
れ
る
遺
伝
的
要
因
は
、
関

係
が
な
い
よ
う
で
す
。

た
だ
、
が
ん
発
生
は
、
環
境

の
影
響
も
強
い
こ
と
か
ら
、
住

環
境
、
ま
た
喫
煙
や
食
生
活
な

ど
の
生
活
習
慣
が
似
て
い
る
と

か
か
り
や
す
い
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

家
庭
で
生
活
習
慣
を
見
直
し

て
、
改
善
を
心
が
け
る
こ
と
は

肺がんのできやすい場所
肺の構造は右図のとおりです。

○肺門がん

肺の入口に近い気管支にできる

タバコを吸う人や高齢者の男性に多い

○肺野がん

肺の奥のほう

（末しょうの肺ほう）にできる

男女ともに高齢者に多い

とくにタバコを吸わない女性の肺がん。

大きくなるまで自覚症状のないのが特徴。



成
人
病
予
防
の
た
め
に
も
よ
い

こ
と
で
し
ょ
う
Ｏ

○
結
核
を
患
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
肺
が
ん
に
か
か
り
や

す
い
で
し
ょ
う
か
。

④
以
前
に
、
結
核
に
か
か
っ
た

こ
と
の
あ
る
人
は
、
免
疫
が

で
き
て
、
肺
が
ん
に
か
か
り

に
く
い
と
い
わ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
結
核

と
肺
が
ん
の
関
係
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

結
核
は
、
か
つ
て
国
民
病
と

ま
で
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

戦
後
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
や
栄
養
状

態
の
改
善
な
ど
で
急
激
に
減
少

し
ま
し
た
。

し
か
し
最
近
、
若
年
層
を
中

心
に
結
核
に
か
か
る
率
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
不
摂

生
な
生
活
、
偏
食
、
ダ
イ
エ

。

卜
な
ど
に
よ
る
栄
養
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
な
食
生
活
、
ス
ト
レ
ス

な
ど
に
よ
っ
て
、
か
ら
だ
の
免

疫
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
の
も
原

因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

結
核
の
早
期
発
見
の
た
め
に

も
、
定
期
検
診
を
受
け
る
こ
と

は
大
切
で
す
。

○
検
査
は
、
ど
う
い
う
方
法
で

お
こ
な
わ
れ
ま
す
か
。

④
胸
部
Ｘ
線
検
査
と
喀
た
ん
検

査
の
二
本
立
て
で
す
。

肺
の
入
口
付
近
に
で
き
る
肺

門
が
ん
は
、
他
の
臓
器
の
影
と

重
な
り
、
早
期
の
が
ん
は
Ｘ
線

写
真
で
は
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
、
早

期
で
も
が
ん
表
面
か
ら
多
く
の

が
ん
細
胞
が
気
管
支
の
中
に
落

ち
る
の
で
、
た
ん
の
中
の
細
胞

を
調
べ
て
肺
が
ん
を
発
見
す
る

の
が
喀
た
ん
検
査
で
す
。

何
し
ろ
、
肺
野
が
ん
は
、
肺

の
奥
に
で
き
る
た
め
、
た
ん
の

中
に
落
ち
る
が
ん
細
胞
は
ご
く

わ
ず
か
な
の
で
た
ん
の
検
査
は

価
値
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
胸
部

Ｘ
線
写
真
で
早
期
の
が
ん
を
陰

影
と
し
て
と
ら
え
れ
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
胸
部
Ｘ
線
検
査

は
正
常
で
、
喀
た
ん
検
査
で
異

常
を
指
摘
さ
れ
る
人
が
ふ
え
て

い
ま
す
。

○
日
常
生
活
で
の
肺
が
ん
予
防

法
は
あ
り
ま
す
か
。

④
一
般
的
に
、
が
ん
は
、
生
活

習
慣
と
の
関
わ
り
が
深
い
よ

う
で
す
。
食
生
活
で
は
、
卵

や
緑
黄
色
野
菜
な
ど
に
含
ま

れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｃ
、
Ｅ
、

は
、
が
ん
予
防
に
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
運
動
不
足
は
、
病
気
に

対
す
る
、
か
ら
だ
の
抵
抗
力
や

免
疫
力
を
弱
め
ま
す
。
身
近
な

運
動
（
歩
行
・
休
操
な
ど
）
を

習
慣
づ
け
て
、
体
力
を
維
持
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
、

一
番
の
予
防
法
は
定
期
検
診
で

す
。

自 己 チ ェ ッ ク を し て み ま し ょ う

肺がんにかかりやすいタイプ（ハイリスク群）

または定期検査を積極的に受けた方がよい人

③～⑩までに「はい」の数が多い人

緑黄色野菜などに含まれるビタミンＡ・Ｃ＊Ｅ

は発がんを抑える効果があるといわれ、また禁煙

は肺がん予防の第１歩といえるでしょう。食生活

や喫煙習慣は自分で改善できるものです。ひとつ

でもリスクをとりのぞく心がけを。もちろん、定

期検診は忘れずに。



交佞だより

佐 井 村

交通安全毋の会

６ 月ＩＩヨ現 在

交通事故死ゼ囗

２

，

４ １ ０
日

春
の
交
通
安
全
運
動
を
終
え
て

ま
だ
肌
寒
い
日
が
続
い
て
い

た
四
月
の
「
春
の
交
通
安
全
運

動
」
期
間
中
、
朝
の
貴
重
な
時

間
帯
に
関
係
機
関
の
み
な
さ
ん

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
街
頭
指

導
を
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
も

安
心
し
て
登
校
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
入
学
児

童
の
下
校
時
、
安
全
歩
行
の
確

保
と
い
う
こ
と
で
、
先
生
、
保

護
者
、
母
の
会
が
一
体
と
な
っ

て
の
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

忙
し
い
中
、
子
ど
・
も
た
ち
を

事
故
か
ら
守
る
た
め
、
熱
意
を

も
っ
て
参
加
し
た
み
な
さ
ん
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

子
ど
も
は
母
親
の
姿
を
見
て

育
つ
と
い
い
ま
す
。
子
ど
も
に

と
っ
て
一
番
身
近
な
母
親
が
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
模
範
に

な
る
こ
と
。
こ
れ
が
我
が
子
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

家
庭
で
の
し
っ
け
も
非
常
に

大
切
で
す
。
朝
起
き
て
歯
を
み

が
き
、
顔
を
洗
う
。
こ
れ
は
習

慣
で
す
。
こ
れ
と
同
じ
く
交
通

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
も
習
慣
に

な
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
の
し
つ
け
の
主
役
は
、

何
と
言
っ
て
も
母
親
で
す
。

最
近
、
中
学
生
、
高
校
生
の

▲新入学児童の下校時安全歩行指導

今
月
の
交
通
安
全
標
語

車

道

は
自
分
一
人
の

も
の
で
な
い

竹

内

美

保

自動車に乗ったら

シートベルト

バイクを運転するときは

ヘルメット

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

ど
ち
ら
も
命
を
守
る
大
切
な
も
の

忘
れ
ず
に
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

▲

母

の

会

か

ら

お

し

ら

せ

▼

六
月
十
日
（
旦

、
足
型
ス
ト

。
プ
マ
ー

ク
設
置
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。



若
者
が
、
自
転
車
を
無
灯
火
で

乗
り
非
常
に
危
険
で
す
。
自
動

車
、
歩
行
者
に
ぶ
つ
か
り
や
す

い
の
で
、
自
分
か
ら
事
故
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
、
ラ
イ
ト
を
つ

け
る
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
よ

若
年
運
転
者
に
よ
る

交
通
事
故
を
な
く
し
よ
う

交
通
事
故
の
無
い
安
全
で
住

み
よ
い
村
づ
く
り
は
、
等
し
く

住
民
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。
現

在
、
青
森
県
警
察
で
は
「
交
通

マ
ナ
ー
ア

弋
フ
青
森
９０
運
動
」

第
一
期
を
展
開
中
で
す
。

過
去
五
年
間
に
お
け
る
四
～

六
月
の
交
通
死
亡
事
故
の
発
生

状
況
を
み
ま
す
と
、
二
四
歳
以

下
の
若
年
者
が
約
半
数
を
占
め

て
い
る
。
飲
酒
暴
走
に
よ
る
も

の
が
約
半
数
を
占
め
て
い
る
。

週
末
、
夜
間
に
多
発
し
て
い
る
。

な
ど
の
特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。

大
間
警
察
署
及

び
各
交
通
安

全
機
関
団
体
で
は
、
若
年
運
転

者
等
の
交
通
マ
ナ
ー
を
高
め
、

悲
惨
な
交
通
事
故
を
少
し
で
も

減
少
さ
せ
る
た
め
、
交
通
指
導

取
締
り
及
び
各
種
交
通
事
故
防

止
活
動
を
強
力
に
展
開
中
で
す
。

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
何
と
い
っ
て
も
地
域
の

み
な
さ
ん
が
自
発
的
に
交
通
マ

ナ
ー
を
高
め
る
こ
と
が
一
番
で

す
。
今
後
、
広
く
み
な
さ
ん
方

に
若
年
者
の
交
通
マ
ナ
ー
ア

。

プ
、
飲
酒
暴
走
運
転
追
放
な
ど

の
呼
び
か
け
を
行
う
予
定
で
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
大

間

警

察

署

・
大

間

地
区
交

通

安
全

協
会

・
大
間
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
会

・
佐
井
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

・
佐

井

村
交

通
安

全
母

の
会

や
め
よ
う

や

め
さ
せ

よ
う

自
動
車
の
不

正

改
造

●
安
全
な
車
社
会
を
実
現
し
よ
う
。

運
輸
省
で
は
、
自
動
車
の
不

正
改
造
車
を
防
止
す
る
た
め
、

六
月
か
ら
七
月
ま
で
の
間
「
不

正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
」

を
全
国
的
に
展
開
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
自
動
車

の
正
し
い
利
用
を
考
え
、
安
全

で
快
適
な
車
社
会
を
実
現
す
る

よ
つゝ
努
め
ま
し
よ
つヽ
。

な
お
、
こ
の
運
動
の
実
施
期

間
中
に
は
、
警
察
の
協
力
を
得

て
、
不
正
改
造
車
を
対
象
と
し

た
街
頭
検
査
を
行
い
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

青

森

県

交

通

事

故

相

談

所

定
期
巡
回

相
談

所
開
設
日
程

六
月
二
十
百

困
い
μ

い
三
よ

む
つ
市
市
民
相
談
室



税 務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

Ｏ ０１７７－２３－２３７９

申告納税制度を
支えるために

我
が
国
の
税
制
は
、
納
税
者

が
自
ら
税
法
に
従
っ
て
、
自
分

の
所
得
と
税
額
と
を
正
し
く
計

算
・
申
告
し
て
納
税
す
る
と
い

う
、
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

税
務
署
で
は
、
申
告
納
税
制

度
の
基
本
で
あ
る
「
正
し
い
申

告
と
納
税
」
の
た
め
に
広
報
、

相
談
、
指
導
、
調
査
を
通
じ
て

正
し
い
税
知
識
の
普
及
や
税
負

担
の
公
平
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
、

税
理
士
会
や
関
係
民
間
団
体
と

の
連
携
や
協
力
を
得
な
が
ら
、

申
告
納
税
制
度
の
定
着
に
努
め

て
い
ま
す
。

納
税
者
の
み
な
さ
ん
、
税
を

正
し
く
理
解
し
、
正
し
い
申
告

と
納
税
を
し
ま
し
ょ
う
。

七

ｎ
月

一
一
～

は

自

動

車

税

の

納

期

限

で

す

納
税
は
、
お
近
く
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
郵
便

局
の
ほ
か
、
県
で
指
定
し
た
農

協
の
窓
口
で
も
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
て

い
る
方
は
、
組
合
を
通
し
て
納

め
て
く
だ
さ
い
。

▼
車
検
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
へ

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
の

一
枚
目
は
、
車
検
に
必
要
な
納

税
証
明
書
と
な
り
ま
す
の
で
、

車
検
証
と
一
緒
に
し
て
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場

合
や
、
自
動
車
税
に
関
す
る
相

談
は
、
お
気
軽
に
む
つ
県
税
事

務
所
ま
で
。

〒
○
三
〇

む
つ
市
中
央
一
ノ

ー
ノ
ハ

む
つ
市
県
税
事
務
所
納
税
課

昔
（
二
二
二

三

○
五

国

民
年

金

と

個

人

年

金

「
国
民
年
金
よ
り
個
人
年
金
に

加
入
し
よ
う
か
な
」
と
い
う
話

し
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
と
個
人
年
金
は
、

同
じ
「
年
金
」
と
い
っ
て
も
性

格
や
役
割
が
異
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
国
の
社
会
保

障
制
度
の
ひ
と
つ
で
、
国
が
運

営
し
、
す
べ
て
の
人
が
助
け
合

っ
て
い
こ
う
と
い
う
相
互
扶
助

の
制
度
で
す
。

個
人
年
金
は
、
私
的
年
金
と

い
わ
れ
、
公
的
年
金
な
ど
で
満

た
さ
れ
な
い
個
人
の
様
々
な
必

要
性
に
あ
わ
せ
て
加
入
す
る
、

い
わ
ば
貯
蓄
の
一
種
な
の
で
す
。

国
民
年
金
か
個
人
年
金
か
の

二
者
択
一
で
は
な
い
の
で
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
、
そ
の

上
で
自
分
の
老
後
の
生
活
設
計

や
経
済
的
余
裕
な
ど
を
考
え
あ

わ
せ
、
必
要
で
あ
れ
ば
個
人
年

金
に
加
入
す
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
。

国

民

年

金

展

の

習

字

作

品

を

募

集

し

ま

す

県
内
小
学
生
を
対
象
に
し
た

国
民
年
金
展
の
習
字
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

昨
年
は
、
県
下
全
域
か
ら
二

千
五
百
三
点
も
の
応
募
が
あ
り
、

こ
の
う
ち
百
二
十
六
点
の
作
品

が
、
十
月
二
十
一
日
と
二
十
二

日
の
二
日
間
、
弘
前
市
民
会
館

で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
八
戸
市
内
で
展
示
を

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
民
生

相
談
課
の
国
民
年
金
の
係
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

６ 月 ３ ０ 日 は

村 県民 税 引 亂 固定 資産 税

（２期 ）の 納 期 限 で す

＝納期内納付にご協力ください＝



児

童

手

当

と

は

児
童
手
当
は
、
国
、
都
道
府

県
、
市
町
村
と
事
業
主
が
費
用

を
持
ち
あ
い
、
児
童
を
養
育
す

る
人
に
児
童
手
当
を
支
給
す
る

こ
と
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る

生
活
の
安
定
と
、
次
代
の
社
会

を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
及

び
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

児

童

手

当

を

受

け

ら

れ

る

人

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を

含
む
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
二

人
以
上
養
育
し
て
い
る
方
で
、

収
入
が
一
定
の
額
未
満
の
場
合

に
、
二
番
目
の
児
童
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
自
分
の
お

子
さ
ん
で
な
く
て
も
、
そ
の
児

童
を
監
護
し
、
一
定
の
生
計
関

係
が
あ
れ
ば
受
給
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

す

べ

て

の

受

給

者

の

方

へ

受
給
者
の
方
は
、
毎
年
六
月

中
に
養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
、
現
況
届
を
出
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

現
況
届
を
出
さ
な
い
と
、
受

給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
月
以

降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
か
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現

況

届

は

六
月

三
十
日

ま
ｔ

＝
役
場
・
民
生
相
談
課
＝

ば
く
し
ゅ
う
。
む
ぎ
あ
き
と
も

い
い
ま
す
。
俳
句
で
は
夏
の
季
語

で
す
。
夏
に
秋
と
は
不
思
議
な
気

も
し
ま
す
が
、
麦
に
と
っ
て
初
夏

は
収
穫
の
時
期
－

実
り
の
秋
に

ひ
っ
か
け
て
、
麦
の
秋
、
「
麦
秋
」

と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

黄
金
色
に
色
づ
い
た
麦
畑

が
見
渡
す
限
り
続
く
風
景
は
、

初
夏
の
風
物
詩
で
す
。
で
も
、

ひ
と
こ
ろ
は
こ
う
し
た
風
景

を
、
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
最

近
に
な
っ
て
、
ま
た
麦
畑
が

目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昔
か
ら
田
畑
の
裏
作
と
し
て
作

ら
れ
て
い
た
麦
は
、
輸
入
麦
に
押

さ
れ
て
、
国
内
産
は
昭
和
四
十
八

年
度
に
は
、
四
十
二
万
ト
ン
に
ま

で
落
ち
込
み
ま
し
た
。
そ
れ
に
対

し
て
、
輸
入
麦
は
六
百
六
十
二
万

ト
ン
で
し
た
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
洋
風
化
に
よ
っ
て
パ
ン
や
ビ
ー

ル
の
需
要
が
増
え
ま
し
た
が
、
そ

の
原
料
は
輸
入
が
中
心
だ
っ
た
の

で
す
。

そ
れ
が
昭
和
六
十
三
年
度
は
、

国
内
産
が
百
四
十
二
万
ト
ン
に
増

え
た
の
で
す
。
し
か
し
、
そ

れ
で
も
輸
入
量
は
、
ほ
と
ん

ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

麦
秋
の
風
景
は
復
活
し
ま

し
た
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
夏

の
風
物
詩
だ
っ
た
麦
わ
ら
帽

子
や
麦
で
作
っ
た
ス
ト
囗
－

は
、
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な

つ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

夏
は
水
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

六
月
一
日
～
七
日
は
「
水
道
週
間
」
。

わ
た
し
た
ち
の
健
康
で
文
化
的
な

生
活
を
支
え
る
水
道
に
つ
い
て
、

理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
の
週

間
で
す
。
水
道
週
間
の
中
央
行
事

は
、
六
月
一
日
と
二
日
に
東
京
都

新
宿
区
で
行
わ
れ
ま
す
。
わ
た
し

た
ち
も
こ
れ
を
機
会
に
、
水
道
の

衛
生
的
で
有
効
な
利
用
に
努
め
た

い
も
の
で
す
。



肩

こ

り

の

直

し

方

筋

肉

を温

め

て

ほ

ぐ

す

气

か

あ

さ

ん

お

肩

を

た

た

き

ま

し

ょ

夕

ノヽ
ト

ノ`

タ

ノヽ
ト

ノ`

々
乙
ン

ト

ン

ト

ン

…

…

…

…

。

童

謡

「

か

た

た

た

き

」

は

、

家

事

な

ど

で

疲

れ

た

お

母

さ

ん

の

肩

を

、

子

ど

も

が

た

た

い

て

い

る

光

景

を

歌

っ

て

い

ま

す

。

肩
こ
り
は
、
首
筋
、
首
の
付

け
根
匸
肩
甲
骨
に
か
け
て
の
重

苦
し
い
不
快
感
で
、
疲
労
や
ス

ト
レ
ス
、
不
自
然
な
姿
勢
な
ど

が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。

肩
こ
り
を
直
す
基
本
は
、
筋

肉
を
温
め
て
ほ
ぐ
し
、
血
管
を

拡
張
さ
せ
て
血
液
の
流
れ
を
よ

く
し
て
や
る
こ
と
で
す
。
蒸
し

タ
オ
ル
で
温
め
る
の
も
一
つ
の

方
法
。

タ
オ
ル
が
す
ぐ
に
冷
め
る
の

で
、
電
気
ア
ン
カ
や
使
い
捨
て

カ
イ
ロ
で
、
タ
オ
ル
の
上
か
ら

温
め
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

肩
こ
り
に
意
外
と
効
果
が
あ

る
の
が
、
ヘ
ア
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー

を
利
用
し
た
「
温
風
療
法
」
で

す
。
ヘ
ア
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
温

風
に
し
て
、
肩
こ
り
の
部
分
か

ら
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
離
し

て
風
を
当
て
ま
す
。
五
分

ぐ
ら
い
ゆ
っ
く
り
と
、
首

筋
か
ら
肩
の
こ
っ
て
い
る

部
分
を
温
風
で
温

め
る

と
、
血
行
が
良
く
な
旦
屑

こ
り
が
ほ
ぐ
れ
て
き
て
楽

に
な
り
ま
す
。

「
イ
ラ
ス
ト
参
照
」

肩
の
こ
っ
て
い
る
部
分

を
、
手
の
ひ
ら
で
軽
く
な
で
る

だ
け
の
「
さ
す
る
」
方
法
も
、

痛
み
を
和
ら
げ
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。
指
で
「
も
む
」
平
手
か

握
り
こ
ぶ
し
で
「
た
た
く
」
の

も
簡
単
な

。治
療
法
”
で
す
。

指
で
強
く
押
す
指
圧
も
効
果

的
で
す
。
俗
に
い
う
「
ツ
ボ
」

を
指
圧
で
剌
激
し
、
こ
り
を
と

る
の
で
す
。
押
さ
れ
て
痛
い
よ

う
で
し
た
ら
、
時
間
を
か
け
て

押
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

指
圧
で
押
す
力
は
、
ど
の
く

ら
い
が
良
い
か
で
す
が
、
三
キ

ロ
グ
ラ
ム
程
度
の
指
の
力
が
一

番
効
果
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

体
重
計
を
指
で
押
し
、
三
キ
ロ

グ
ラ
ム
が
ど
の
く
ら
い
か
、
力

の
入
れ
加
減
を
つ
か
み
ま
し
よ

水道の水は

きれいねおいしい ね

水道週間６月１日～７日

期間中に水道施設の見学を

したい方は前日までに役場

建設課に申込みください

満１歳になります
中

村

与

志

美

ち
ゃ
ん

矢

越

（
久
美
義

・
美
子
）`

戸籍の窓口・
５月１５日現在

○ お 誕 生 お め で と う

中 村 悛 哉（ 久 ）古佐井

福 田 連（一徳）磯 谷

田 中 沙 織（忠幸）福 浦

○ ご 結 婚 お め で と う

１東 出 久（古佐井）

堀 部 純 子（豊橋市）

｜北 田 勝 則（大佐井）

阿 部 敬 子（札幌市）

｜伊 藤 和 彦（大月市）

木 部 佳 子（原 田）

１岡 村 正 利（古佐井）

竹 内 洋 子（：大間町）

｜三 上 孝（青森市）

田 中 由香子（福 浦）

１保 田 武 利（東京都）

福 島 秀 子（古佐井）

○ おく や み 申 し 上 げ ま す

田 中 す ゑ（榮助）福 浦

宮 沢 岩五郎（キョ）大佐井

小笠原 と み（信夫）矢 越

柳 田 サ ダ（孝二）大佐井

松 澤 き の（繁㈲ 原 田

、金 井 て る（正之）福 浦．

４月３０日現在人口（前月比）

男 １，８∠１６（ 十フ）

女 １，８８２（ 十匐）

計 ３，７２８（＋１７）

世帯数 １，１０４（＋２０）
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